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む ら の 家 計 簿
平成11年度決算
普　通　会　計 37億5,899 万円の使いみち

平
成
十
一
年
度

決
算
報
告

平
成
十
一
年
度
決
算
は
、
九

月
定
例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、

九
月
八
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
（
一
般
会
計
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
、

地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会

計
）
に
お
い
て
前
年
度
決
算
と

比
較
を
す
る
と
、
歳
入
で
二
・

六
％
増
、
歳
出
で
三
・
三
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
歳
入
に
お
い
て
は

国
庫
を
伴
う
県
支
出
金
が
増
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歳
出
で

は
投
資
出
資
貸
付
金
の
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
村
税
や
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど

の
よ
う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い

る
か
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

※
自
治
省
調
査
資
料
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際

の
予
算
科
目
と
は
相
違
し
て
い

ま
す
。

村民ひとり当たり

▼納めた村税は、59,404 円

○固定資産税　　　41,287円

○村民税　　　　　18,117円

▼使われた村のお金は、 1,020,912円

○総務費　　　　190,143 円

○教育費　　　　100,833 円

○農林水産業費　238,557 円

○民生費　　　　128,785 円

※項目は主なもの

人口3,682人で算出（平成12年3月31 囗現在）

歳入の内訳

歳　 入

38億1, 071万4千 円

地方

交付税

1,469

,256

国庫 支出 金

185. 632　4.9%

県支出金

472, 652

12. 4[七

村債

761,500

20.0％

その他
2.4％

地方譲り 税　　　　　　　37,  247

地力消費税交付金　　　　25､355

自動亟取得税交付金　　　18.  477

利f 割 交付金　　　　　　　2.  233

交通安 全対策特別交付金　[.  587

地方特 例交付金　　　　　　5 』77

繰人 金

444. 384

11.7 ％

地方税

213. 245
5.6 ％

その他

1.5％

諸収 人　　　　　　43.  638

使 用料 及び手数料　66,916

財産収 入　　　　　10.312

繰越 金　　　　　　45.621

分担 金及び負担 金　6,982

寄付 金　　　　　　　500

依存財源

2.979.116

78.2%

自主財源831.598

21.8%/

歳出の内訳

歳　 出

37億5.899万8千円

人件費　　

733,326

19. 5%

公債費

264,870

1. ]%

扶助費

140,732

3. 7

普通建設事業費

1,375. 739二子

36 ％

災害復旧事業費

1.598

0.0％

物件費

373､881

1(囗 ％

哺助費等

273,261

7.3％

繰出金 ’

192,085
、5.1 ％

積立金255.055

6.8％

その他

, 3. 8%

維持 補修費　　　42､041

投資出資貸付 彖　102,410

義務的縄費

投 資的 経費

lj377=;･337

36.6% 犬

●むらの家計簿　2



特別会計決算

簡易水道事業

∧ﾚ歳 土入

794,950千円

793, 978千 円

歳　 出

＼ﾚ村債 ∠卜

445, 000千 円

56.0% 十

普通建設費

753, 551千 円

94.9%
人件費

25, 298千 円

3.3 ％

公 債費 ´

10, 874千円

1.4%

補助費等 ’

4, 255千円

0.5%　　j

諸収入

156千 円

0.0%

繰越金
951千円
0. 1% 丶

使用 料及び手数 料

9, 178千円

1.2%　 ｜　　　　 ／

繰入金　｀

133, 665千円

卜16.8%　1

国庫 支出金ﾚ

206,:000千 円

251う9％ ∧

国民健康保険

＝ 歳 ‥入 二く

312,  829 千,円=

279, 306千 円

歳　 出

=国民 健康保険税

ぺlis,  274千 円

厂36.8%　 ＞

保険給付費

178, 695千円

64.0%

老人保健拠出金
61, 088千円

＼　21.9%　/

その他

39, 523千 円

14. 1%  .

そ の 他……j

68,766 千 円

22.0ﾚ ％T ｿﾞ

国庫支出金
128,789千円

▽41.2% 匸

区　　 分

加 入 者から

い た だい た

国　 憚　 税

加 入 者 へ

支 払 っ た

医　 療　 費

平 成12 年

3月31日現在

一世帯 当 た り 181,820 円 281,853 円
加 入 世 帯

634 世 帯

一人 当 たり 71,732 円 111,198 円
加　 入　 者

1,607人

老　人　 保　 健

＼ 歳 土入 ｿ…゙……

491,563 千 円

483, 468千 円

歳　 出

支払基金 交付金

: 325, 083千円 ：

匸 匸66. 1 % ∧y

医療 諸費

460, 672千 円

95. 3%

その他 ’

22, 796千円

4.7%

そ の他

34, 834千円

7. 1%　 ＼

県 支出金

27, 524千 円

5.6％　 、
国庫支出金

1膕,亅22 千円

卜21:2%

区　　 分

医 療受 給者

に 支払 っ た

医　 療　 費

平 成12 年

3月31日現在

一 人当 たり 696,932 円
加　 入　 者

661人

主にこのように使いました
〔単 位 ： 千 円 〕

議会費
〔75, 632〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0%

・議員 報酬等44,331 ・ 議員活動費5,495

総務費
〔700, 106〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18.6 ％

・積立金（財調・減債等）1扠200 ･ コミユニテイバス運行費15,153

・交通安全対策3,066 ･ 広報費7,268

・ふるさと総合センター外構工事費192,192

民生費
〔474, 186〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.6%

・ホ ームヘ ルプ 事業 委託金25,393 ・ 介護保険 事業58, 564

・デ イサ ービ ス事業26, 770 ・ 在宅福祉事業 費20,885

・老人保 健特別 会計繰出金28,611

・施設 入所措 置費100, 722 ・ 保育所 費76,314

衛生費
〔409, 298〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.9%

・ふれあいセ ンター費85,344

・地区環境整備組合負担 金73,817

・簡水特別会計繰出金133,665

労働費
〔498〕

0.0％

・若年者雇用奨励費補助 金200

農林水産業費
〔878, 367〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23.4%

・中沢長科担い手育成事業49,884

・ライスセン ター建設事業383,801

・堆 肥製造施設整備事業101,400

・漁港改 修事業14, 000

商工費　 皿　　　　　　　　　　　　　　　　　4.6%
〔173, 538〕 ・商工会補助1.500 ・ 観光協会補助4,000 ･ 蓬田紳装工場増築出資金100,000

土木費
〔293, 937〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7.8 ％

・交通安全施設整 備59,000

・玉松園 カントリ ーパーク69,486

・中沢川改修22,830

・除排雪費16,957 ・ 物 産館建設事業37, 225

消防費
〔115, 700〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.1%

・コミュニテ ィーセ ンター改 修費3,058

・広域消防負担金58,900･消防自動車購入費31.028･防火衣購入費囗75

教育費
〔371, 268〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.9％

う 学校費65､876 ･ 中学校費109,837 ･ ふるさと総合センター費10,589

・幼稚園費30.054 ・ 学校給食費40誚2

災害復旧費
〔1, 598〕

0.1%

・河 川災害復旧1,138

公債費
〔264, 870〕

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7.0 ％

・元 金174,005 ・ 利子90,865

3　●むらの家計簿



火災に備えて

秋季火防演習

十
月
二
十
二

曰
（
曰
）
、
蓬

田
村
消
防
団
（
八
幡
敏
雄
団
長
）

は
火
災
に
対
応
で
き

る
態
勢
を

整
え

る
た
め
、
中
沢
地
区

で
強

風
下
に
火
災
が
発
生
、
延
焼
の

恐
れ
あ
り
と
想
定
し
、
秋
季
火

防
演
習
を
行

い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
午
前
七
時
二
十
八

分
に
火
災
発
生
の
通
報
が
あ
り
、

役
場
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
報
知
で

村
内
八
分
団
、
百
三
十
名
の
消

防
団
員

が
出
動
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
火
災
現
場
に
到
着
し
た

団
員
は
、
地
域
住
民

が
見
守
る

中
き
び
き
び
し
た
動
作
で
消
化

活
動
に
あ
た
り
、
ポ
ン
プ
自
動

車
の
中
継
も
手
際
よ
く
行
わ
れ
、

曰
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し

通
報
か
ら
約
十
五
分
で
鎮
火
さ

せ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
団
員
は
分
列
行
進

を
行

い
士
気
を
高
め
、
人
員

・

機
械
器
具
の
点
検
報
告
に
続
き
、

古
川
正

隆
村
長
、
成
曰
義
敬
蟹

曰
警
察
署
長
の
検
閲
を
受
け
ま

し
た
。
続

い
て
、
八
幡
団
長

が

「
火
災

の
際
は
、
今
曰
の
演
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
敏
速
に
行
っ

て
ほ
し

い
。
」

と
訓
示

し
ま
し

た
。演

習
後
、
団
員
は
ポ
ン
プ
自

動
車
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

村
内
を

パ
レ
ー
ド
、
毎
戸
に
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

●秋季火防演習　4



平
成
十
二
年
度

敬
　
老
　
会

長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
、
九

月
十
四
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
六

十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
と
関

係
者
四
百
三
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

物
故
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
古
川
正

隆
村
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
続

い
て
、
百
歳
以
上

の
久
慈
タ
キ
さ
ん
　（
広
瀬
）
、

九
十
歳
を
迎
え
た
福
井

フ
ヨ
さ

ん

（
郷
沢
）
、
三
上
比
佐
吉

さ

ん
（
中
沢
）
細
谷
フ
メ
さ
ん

（
阿
弥
陀
川
）
、
川
内
ふ
み
さ
ん

（
阿
弥
陀
川
）
、
越
田
義
雄
さ
ん

（
瀬
辺
地
）
に
県
知
事
顕
彰
、

坂
本
チ
セ
さ
ん
（
長
科
）
に
郵

政
大
臣
顕
彰
を
伝
達
。
村
長
か

ら
九
十
歳
以

上
の
長
寿
者
二
十

五
人
に
顕
形
状
と
お
祝
い
の
花

束
を
贈
呈
、
八
十
八
歳
に
な
ら

れ
た
三
人
、
結
婚
六
十
周
年
か

迎
え
た
二
組
、
結
婚
五
十
周
年

の
十
六
組
の
夫
婦
を
そ
れ
ぞ
れ

顕
彰
、
ま
た
、
七
十
七
歳
を
迎

え
た
二
十
六
人
に
安
全
つ
え

が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
津
島
鐵
男
村
社
会

福
祉
協
議
会
長
の
音
頭
で
万
歳

三
唱
を
し
、
式
典
を
閉
じ
ま
し

た
。そ

の
後
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
対
抗
の
芸
能
発
表
会
が
開
か

れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
等
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

憩
い
の
森
に
ブ
ナ
を
植
林

蓬
田
村
の
漁
業
関
係
者
と
林

業
関
係
者
百
二
十
八
人

が
十
九

日
、
同
村
の
瀬
辺
地
山
国
有
林

内
で

ブ
ナ
の
苗
木
干
五
百
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
森
県
が
海
の
環

境
を
保
護
す
る
森
を
育
て
よ
う

と
平
成
十
一
年
度
か
ら
「
森
と

川
と
海
の
絆
推
進
事
業
」
で
広

葉
樹
の
植
林
を
進
め
て
い
る
も

の
で
、
蓬
田
村
で
は

ブ
ナ
の
植

林
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

主
催
者
の
古
川
正
隆
村
長
と

杉
澤
祐
之
助
青
森
県
漁
政
課
長

が
「
森
林
の
機
能
は
環
境
保
全

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
恵

み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

美
し
い
自
然
、
す
み
よ
い
郷
土
、

豊
か
な
海
を
後
世
に
伝
え

る
た

め
、
植
林
活
動
を
す
す
め
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
、
森
林
管
理
署
蟹

田
事
務
所
の
木
村
節
郎
森
林
官

が
植
之
方
を
説
明
し
、
出
席
者

全
員
で
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ヤ
マ
セ
も
止
み
稲

刈
り
の
時
期
と
重
な
っ
た
が
、

多
く
の
農
漁
業
者
が
趣
旨
を
理

解
し
て
、
夫
婦
、
親
子
で
参
加
、

約
六
十
■
に
育
っ
た
ポ
ッ
ト
苗

を
一
本
一
本
で
い
ね
い
に
植
え
、

約
一
時
間
ほ
ど
で
約
〇
・
五
言

に
植
樹
し
ま
し
た
。

植
樹
し
た
場
所
は
、
土
砂
流

失
や
崩
落
の
危
険
が
あ
る
牧
場

の
一
部
、
将
来
は
、
自
然
観
察

と
森
林
浴

が
体
験
で
き
る
レ

ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
づ
く
り

や

村
営
分
収
林
と
し
て
国
有
林
の

利
活
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

5　●敬老会



青
森
県
の
若
者
が
集
う

「
緑
の
船
」
体
験

～
9
月
1
6
日
～
1
8

日
～

県
内
の
各
産
業
に
従
事
す
る

若
者
を
対
象
と
し
て
研
修
や
交

流
活
動
を
実
施
し
、
農
林
水
産

業
を
軸
と
す
る
緑
豊
か
な
二
十

一
世
紀
の
本
県
の
担
い
手
を
育

成
し
よ
う
と
実
施
さ
れ
た
「
緑

の
船
」
に
県
内
か
ら
二
九
一
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
工

藤
晃
さ
ん
、

藤
本
禎
さ
ん
の
一
一
名

が
参
加
、

今
回
は
、
そ
の
体
験
談
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
二
泊
三
日
の
日
程
で
「
緑
の

船
」
に
乗
船
し
、
洋
上
、
陸
上

の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
が
二
度
目
の
乗
船
と

い

う
こ
と
も
あ
り
、
気
分
的
に
も

楽
で
し
た
。

前
回
、
船
の
揺
れ
は
気
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は

台
風
が
接
近
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
多
少
揺
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
台
風
の
せ

い
で
、
船
内

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
支
障
が
で
て

デ
ッ
キ
ラ
ン
チ
な
ど
が
中
止
と

な
り
、
船
内
で
の
食
事
と
な
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
。

し
か
し
、
台
風
を
避
け

る
た

め
に
船
足
を
早
く
し
、
東
京
湾

で
の
停
泊
と
な
り
、
滅
多
に
見

る
こ
と
の
で
き
な

い
東
京
湾
か

ら
の
夜
景
を
見

る
こ
と

が
で
き

ま
し
た
。

陸
上
研
修
で
は
、
鎌
倉
で
の

自
由
行
動
を
選
択
し
て

い
た
の

で
、
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
色
々

と
見
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
日
程
が
二

泊
三
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
っ
と

い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

け
ど
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。
　
　

工
藤
晃
（
蓬
田
）

◆
「
緑
の
船
」

は
二
泊
三
日
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

最
初
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
ず

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

一
緒
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
工

藤
さ
ん
が
、
一
度
体
験
し
て
い

る
ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
、

い
ろ

い
ろ
忙
し

か

っ
た
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と

船

が
揺
れ
始
め
、
具
合
が
悪
く

な
り
、
あ
ま
り
楽
し
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
同
部
屋
の
人

と
は
仲
良
く
な
れ
私
の
不
安
も

ま

っ
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
台
風

が
近
づ
い

て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
朝
起

き
た
と
き
か
ら
船
が
揺
れ
て

い

て
ず
っ
と
船
酔
い
し
て
し
ま

い

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
陸
上
で
の
自
由

見
学
で
、
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見

て
歩
き
ま
し
た
。

私
は
「
緑
の
船
」
を
体
験
し

青
森
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
人
と

出
会
い
、
い
ろ
ん
な
事
を
体
験

し
ま
し
た
。
同
じ
職
業
の
人
と

も
出
会

い
参
考
に
な
る
よ
う
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。

私
は
、
こ

の
体
験
を
い
か
し

て
人
間
関
係
を
今
ま
で
よ
り
も

も
っ
と
深

い
も
の
に
し
、
青
森

県
と
蓬
田
村
の
発
展
の
た
め
に

い
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　

藤
本
禎
（
長
科
）

●緑の船　6



カ メ ラ ア　 イ

二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
開
通
式
典

～
内
真
部
～
蓬
田
小
学
校
通
り
～

長
年
望
ま
れ
て
き
た
国
道
二

八
〇
号

バ
イ

パ
ス
「
内
真
部
～

蓬
田
小
学
校
通
り
」
が
開
通
し
、

九
月
二
十
二
日
（
金
）
に
開
通

式
典
が
関
係
者
多
数
出
席
し
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は

地
元

の
住
民
も
沿
道
に
駆
け
つ

け
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
木
村
守
男
知
事

が
「
津
軽
半
島
の
渋
滞
緩
和
を

目
指
し
、
残
り
の
工
区

の
早
期

完
成
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
か

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
蓬
田
村
か
ら
は
古
川

正

隆
村
長
、
蓬
田
小
学
校
四
年

の
柿
崎
明
さ
ん
が
代
表
し
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
奥
内
小
学
校
児
童

に
よ
る
鼓
笛
隊
の
行
進
も
行
わ

れ
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

現
在
、
蓬
田
小
学
校
か
ら
の

残
り
の
工
区
は
急
ピ
ッ
チ
で
工

事

が
進
み
、
遅
く
と
も
平
成
十

四
年
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま

す
。

●
網
を
引
く
　
声
が
は
ず
ん
で
　

鯛
お
ど
る
　
　
　

重
　

彦

●
葉
の
陰
で
　
私
の
夢
が
　

色
を
付
け
　
　
　
　
　

啓
　

子

●
手
紙
呑
む
　
ポ
ス
ト
よ
愛
の
　
橋
渡
し
　
　
　
　

勝
　

子

●
夕
焼
け
と
　
明
日
の
約
束
　

し
て
眠
る
　
　
　
　

蓬
　
石

●
完
熟
の
　
ト
マ
ト
が
皿
で
　

さ
あ
ど
う
ぞ
　
　
　

増
　

吉

●
晩
婚
の
　

お
見
合
い
恥
か
し
　
頬
を
染
め
　
　
　

昭
　

夫

●
孫
転
ぶ
　
流
血
さ
わ
ぎ
　
婆
出
番
　
　
　
　
　
　

千
恵
子

●
も
や
も
や
が
　
晴
れ
ぬ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
　
薄
切
り
に

文
　
明

●
老
い
て
な
お
　

口
紅
一
本
　

女
で
す
　
　
　
　
　

絹
　
枝

●
夕
や
け
に
　
私
の
影
が
　

ガ
リ
バ
ー
に
　
　
　
　

勝
　
美

７　●カメラアイ／川柳北緯41°



あ
た
ら
し
い

食
生
活
指
針
が
で
き
ま
し
た

食
生
活
と
の
関
係
が
深
い
と

さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
患
者
数

や
死
亡
数
は
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
蓬
田
村
で
も
脳
血
管
疾

患
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
、

心
疾
患
の
三
大
生
活
習
慣
病
で

死
亡
す
る
人
の
割
合
が
七
〇
％

を
超
え
、
ま
た
、
住
民
健
診
の

結
果
か
ら
は
高
脂
血
症
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
等
の
要
指

導
、
要
精
密
検
査
（
生
活
習
慣

病
予
備
軍
）
の
方
が
多
く
出
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
過
ご
し
て
い
く
た

め
に
国
で
示
し
て
い
る
「
新
し

い
食
生
活
指
針
」
を
参
考
に
普

段
の
自
分
の
食
生
活
を
振
り
返

り
、
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
つヽ
か
。

★食事を楽しみましょう

・こころとからだにおいしい食事を、味わって

食べましょう。

・毎日の食事で、健康寿命をのばしましょう。

・家族の団らんや人との交流を大切に、また、

食祟づくりに参加しましょう。

★食塩や脂肪は控えめに

・塩辛い食品を控えめに、食塩は1日10g 未満

にしましょう。

・脂肪のとりすぎはやめ、動物、植物、魚の

脂肪をバランスよくとりましょう。

・栄養成分表示を見て､食品や外食を選ぶ習慣

を身につけましょう。

★１日の食事のリズムから、健やか

な生活リズムを

・朝食で、いきいきした１日を始めましょう。

・夜食や間食はとりすぎないようにしましょ

う。

・飲酒はほどほどにしましょう。

★適正体重を知り、日々の活動に見

合つた食事を

・太ってきたかなと感じたら、体重を量りま

しょう。

・普段から意識して身体を動かすようにしま

しょう。

・美しさは健康から。無理なダイエットはや

めましょう。

★主食、主菜、副菜を基本に食事の

バランスを

・多様な食品を組み合わせましょう。

・調理方法が偏らないようにしましょう。

・手作りと外食や加工食品・調理食品を上手

に組み合わせましょう

１食文化や地域の産物を活かし、と

きには新しい料理も

・地域の産物や旬の素材を使うとともに、行

事食を取り入れながら、自然の恵みや四季

の変化を楽しみましょう。

・食文化を大切にして、日々の食生活に活か

しましょう。

・食材に関する知識や料理技術を身につけま

しょう。

・ときには新しい料理を作ってみましょう。

★ごはんなどの穀類をしっかりと

・穀類を毎食とって､糖質からのエネルギー摂

取を適正に保ちましょう。

・日本の気候・風土に適している米などの穀

顋を利用しましま･う。

★調理や保存在上手にして無駄や

廃棄を少なく
・買 い す ぎ、 作 り すぎ に 注 意し て 、 食 べ 残し

のな い 適量を 心が け ましょ う。

・賞味期限や消費期限を考えて利用しましょう。

・定 期 的に冷蔵 庫の中 身や家 庭 内の食 材を 点 検

し、献 立を工 夫して食べましょう。

★野菜・果物、牛乳・乳製晶、豆

類、魚なども組みあわせで

・たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、

ミネラル、食物繊維をとりましょう。

・牛乳・乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚な

どで、カルシウムを十分にとりましょう。

★自分の食生活を見直してみましょ

う

・目 分の 健康 目 標を つく り､ 食 生活 を点 検 する

習 慣を持 ちまし ょ う。

一家族 や 仲 間と 食生 活を 考え た り､ 話し 合 つり

して みま しょ う。

・ 学 校 や 家 庭で 食 生 活 の正 し い 理 解 や望 ま し

い習 慣を 身につ け ましょ う。

・ 子ども の頃 から､ 食生活を 大切 にし ましょ う。

●保健コーナー　8



国民年金保険料の納め忘れはありませんか

国民年金は、老後の生活を保障する制度で、20筬か

ら60歳になるまでの40年間納めることになっています。

皆さんは、保険料を、毎月きちんと納めていますか。

中には「ついうっかり」納め忘れたという方もおられ

るのではないでしょうか。「ついうっかり」で、せっ

かくの年金が受けられない、または、年金が少なくなっ

たりすることのないように、必ず決められた期日まで

に納めましょう。

口座振替や納付組織を活用した便利な納付方法もあ

ります。青森社会保険事務所では、来年１月31日まで

の加入キャンペーンを実施中です。納め忘れ防止のた

めにも、この機会に、口座振替や納付組織に加入しま

しょう。

なお、保険料の納付が困難な場合も、そのままにし

ないで、一度、役場国民年金係へご相談ください。

国 民 年 金 の 保 険 料 は 社 会 保 険 料 の

控除の対象なります。

確定申告の時期が近づいてきました。

平成12年１月から12月末までの間に納められた保険

料は、「社会保険料控除」として全額が所得から控除

されます。

申告できるのは、平成12年分の保険料の他にも、過

去の期間分で未納や免除を受けていた分を納めた場合

を含めて、平成12年中に納めた全部の保険料納付額です。

また、ご自分の保険料だけでなく、家族の分として納

めた保険料額も控除の対象になりますので、忘れないよ

引こして下さい。

☆　平成12年の保険料額

定額保険料　　 １月～12月

月額　　　13,  300 円

付加保険料

月額　　　　　　　４００円

お知らせ
情

報
局

青森県最低賃金
（平成12年10月1日から）

1日1 4,

79

5

円 1時

間

60

0

円

[精皆勤手当、通勤手当、 家族手当等は算入されません。]

○青森県産業別最低賃金(平成12年12月21日から)
次 の 産業 につ い て は､ そ れぞ れ の 産業 別 最 低 賃 金 が適 用 さ れ ま す。

業　　　　　　　　　種
最低賃金額

１日 １時間
鉄　　　　　　　　　 鋼　　　　　　　　　 業

‘゙ 高炉による裂鉄業、表[酊処理鋼祐裂造余を除く　・
5, 728円 716円

電　 気　 機　 械　 器　 具　 製　 造　 業

電球･電気照明器具製造業､電 ‾元千算賎一同附属装置裂七
業及び医療用計測界裂造業 心電計裂法突今除く を除く。

5, 264円 658円

各　　種　　商　　品　　小　　売　　業 5, 231円 654円

自　　　動　　　車　　　小　　　売　　　業

l輪自動収小売業･原動紋付白虹畢生岔む を除くI
5, 560円 695円

◆　使用者は、最低賃金について、常時作業場の見やすい場所に掲示又はその他の

方沾で労働者に周知 廴なければなりません。

「 今 す ぐ 確 認 ／ 最 低 賃 金 」
※賃金に関する相談は……

嗇 森 労働 局労 働基 準 部　 賃命宰　Q017  ―734 ―41 14

青森労働基準監督署　017-734-4444　　五所肝原労働基準監督署　0173-35-2309

弘前労働基準監督署　0172-33-6411　　十和田労働基準監督 署　0176-23-2780

八戸労働基準監督署　0178-46-3311　　む つ 労 働 基 濫 監督 署　0175-22-3136

老人保健制度について

お医者さんにかかるとき

保険証・医療受給者証・健康手帳を医療機関の窓口で提示してくだ

さい。窓口で支払う一部負担金は次の ようになります。

外　来

（１日)530 円

同じ医療機関で１か月４回まで負担（最高2, 120円）

入　院

（１日1.200 円

一般 １日760円

住民税非課 税

世帯等

90日までの入院 １日650円

過去12か月の入院日数が

90日を越える入院
１日500円

住民税非課 税世帯で

老齢福祉年金を受けている人
１日300円

〔
入
院
時
食
事

療
養
費
の
支
給
〕

9　●お知らせ情報局



お米の表示が変わります
平成13年４月１日から、消費者に販売されるお米は、ＪＡＳ法に基づく「玄米及び精米品質表示基準」に

従って表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改正のポイント
①　農産物検査法による検査を受けたお米であ

れば、新表示基準でも産地・品種・産年の表

示が可能です。

②　お米を販売するすべての販売業者に適用さ

れます。

③　お米の表示について、食糧事務所・県が巡

回等により監視を行います。

旧表示基準（例） 新表示基準（例）Ｉ- 〃 丶 ゛ Ｊ ゛ ’= ’ Ｉ　　　 丶 ｌｆ Ｘ ｆ

食糧庁精米表示基準に基づく表示

品　　 名 精　　　米

原 料 玄 米

産　地 品　　種 産　年 使用割合

青森県　つがるロマン　12年 産　　100％

正 味 重 量 10kg

精 米 年 月 日 12. 11.  15

販売者業者 名

又は

精 米 工 場

○○米穀株式会社

青森県青森市本町二丁目10－ 4

TEL 017  (777) 3211

゛17 ・ 〃 丶 ゛.l ゛こ ‾ 蓄‾‾　　 丶 Ｉダ Ｊ ／

名　　　袮 精　　　 米

原 料 玄 米

産　地 品　　種　　 産　年 使用割合

青森県　つがるロマン　12 年産　　100％

正 味 重 量 10kg

精 米 年 月 日 12. 11.  15

販売者業者名

又は

精 米 工 場

○○米穀株式 会社

青森県青森市 本町二丁目10－ 4

TEL 017  (777) 3211

※　食糧事務所及び都道府県は、適正な表示が行われているか巡回点検を行い、違反業者に対しては、「指示」・「改善命令」・

「罰則（罰金）」といった、ＪＡＳ法上の措置を厳格に適用します。

12月行事予定表~ Ｊ Ｊ リ 　 リ V - - ~

開催日 曜日 行　　　 事　　　 名 場　　 所 時間 担　当

12/  4 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13:30 中 央 公 民 館

６ 水 陶芸教室
｜

ふ る さ と 総 合 セ ン タ ー1　9 :00 //

８ 金　| 成分献血 役　　　　場　　　　前 10:00 福　　祉　　課

11 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13:30 中 央 公 民 館

11　　　　月 幼児育児教室 ふるさと総合センター 9 :30 福　　祉　　課

13 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館

Ｈ 木 生活習慣病予防教室 ふるさと総合センター 10:30 福　　祉　　課

15 金 乳児健診 ふるさと総合センター 13:00 71

18 月 書道教室 中　央　公　 民　館|　13:30 中 央 公 民 館

20 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 /1

25 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 夕1

27 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 /7

●お知らせ情報局10



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
2
9回

題
「

遠
足

」

天
位

遠
足
だ
で
っ
か
い
お
に
ぎ
り
も
っ
て
い
こ

う

２
年
　

山
　

谷
　

暁
希
奈

さ
ん

お
ま

け

●
佳

作

●
五

客

☆
人

位

☆
地

位

昔
っ
て
遠
足
あ
っ
た
の
蓬
石
さ
ん

リ
ュ
ッ
ク
に
ね
お
か
し
を
つ
め
て
え
ん
そ
く
だ

え
ん
そ
く
で
く
ま
が
で
た
ら
ど
う
し
よ
う

遠
足
だ
た
の
し
い
け
れ
ど
つ
ま
ん
な
い

は
れ
に
な
れ
て
る
て
る
ぼ
う
ず
つ
る
す
か
ら

え

ん
そ
く
は
み
ん
な
で
い
く
と
た
の
し
い
ね

え

ん
そ
く
の
き
ほ
ん
が
だ
い
じ
あ
る
く
ん
だ

お
弁
当
あ
し
た
が
楽
し
み
ね
む
れ
な
い

え

ん
そ
く
で
き
ょ
う
り
ょ
く
し
て
た
の
し
い
ぞ

え
ん
そ
く
は
た
の
し
い
け
れ
ど
つ
か
れ
る
な

遠
足
は
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
よ

え

ん
そ
く
で
け
が
を
す
る
の
も
お
も
い
で
だ

え
ん
そ
く
は
み
ん
な
だ
の
し
む
広
場
だ
よ

べ
ん
と
う
の
中
の
お
か
ず
は
コ
ン
ビ
ニ
の

新
し
い
リ
ュ
ッ
ク
を
し
ょ
っ
て
出
発
だ

あ
り
さ
ん
は
年
中
い
つ
も
遠
足
だ

遠
足
で
い
っ
ぱ
い
あ
る
い
て
き
ん
に
く
つ
う

遠
足
は
バ
ス
で
い
か
ず
歩
く
と
い
う

帰
る
時
か
な
ら
ず
最
後
ゴ
ミ
号
泣

お
に
や
ん
ま
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
大
か
ん
げ
い

え
ん
そ
く
で
た
の
し
い
こ
と
は
山
ほ
ど
だ

た
の
し

い
よ
こ
ん
な
え
ん
そ
く
は
は
じ
め
て
だ

遠
足
で
小
さ
な
キ
ノ
コ
見
つ
け
た
よ

６

年
　

大

宮
　

由

孑

５

年
　

張

間

稚

香

郤

５

年
　

松

本
　

怜
【
】‥

２

年
　

青

木
　
　

彩

６

年
　

武

井
　

優

奈

３

年
　

越

田
　

理

央

６

年
　

八

戸

龍

太

朗

６

年
　

福

生
　

雄

大

５

年
　

工

藤
　

泰

資

２

年
　

稲

葉
　

祐

香

６

年
　

山

舘
　

紗

纎

６

年
　

村

上
　

和

也

５

年
　

山

舘
　

康

代

６

年
　

森
　
　

夏

恙

６

年
　

坂

本

友

紀

乃

６

年
　

大

宮
　

由

子

６

年
　

秋

田
　

仁

恙

６

年
　

久

保

田

絵

璃

６

年
　

相

内

香

奈

江

６

年
　

森
　

千

佳

ヱ
Ｉ

５

年
　

大

宮
　

哲

也

２

年
　

久

慈
　

亜

衣

５

年
　

張

間
　

紀

成

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ

き

篷

石

さ
ん

１
２
６
回
の
遠
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
が
違
っ
て
お

も
し
ろ
い
の
で
す
が
、
半
分
は
「
弁
当
の
お
や
つ
を
早
く
食
べ
た
い
」
で
、
あ
と
は

「
友
達
と
行
け
ば
楽
し
い
」
で
し
た
。

み
ん
な
の
遠
足
を
見
て
い
る
ト

ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
チ
ョ
に
な
っ
て
み
た
り

、
一
人
で

好
き
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
た
り
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
川
柳
だ
と
、
そ
れ
が
で
き
る
の

に
。人

位
　
本
当
に
た
の
し
か
っ
た
ん
だ
ね
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
か
わ
か
れ
ば
、

も
っ
と
良
か
っ
た
。

地
位
　
キ
ノ
コ
を
み
つ
け
て
、
ど
う
だ
っ
た
か
わ
か
れ
ば
も
っ
と
よ
く
な
る
よ
。

天
位
　
そ
う
だ
よ
ね
、
で
っ
か
い
お
に
ぎ
り
が
い
い
ん
だ
よ
ね
。
あ
た
た
か

い
家

庭
が
わ
か
る
よ
う
で
ほ
っ
と
し
ま
す
。
５

・
８

・
６
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

気
を
つ
け
て
ね
。

テレホンガイド

役　　　場　27-2 川　　 よもぎ温泉　　　27-2170

FAX　27  ― 3255 / 中央公民齟　　　27-2076
教育委員会　31サ3叩　　 保　育ﾕ 所　　　27-2180

臨
に 鰰 才監ﾉﾉ:? １

卜万:　
昌 に

ト レ セン　27＋3010　｡1中　学　校　　　27-2038
たままつ海の情報館：　： 社会福祉協議会　27-2828

31-3061　　マルシェよもぎた31-3040

１２ DECEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 Ｈ 15 16

17 18 19 20 21 22 23

％ 25 26 27 28 29 30

児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
3
0回

題
「

健
康

」

天
位

家
族
が
ね
ず
っ
と
け
ん
こ
う
な
ら
い
い
ね

６
年
　

山
　

舘
　

紗
　

織

さ
ん

●
佳
作

●
五
客

☆
人
位

☆
地
位

ス
ポ
ー
ツ
は
ま
い
に
ち
や
る
と
け
ん
こ
う
だ

け
ん
こ
う
は
か
ら
だ
の
い
い
日
け
ん
こ
う
だ

け
ん
こ
う
だ
な
が
い
き
元
気
お
じ
い
ち
ゃ
ん

帰
っ
た
ら
手
あ
ら
い
う
が
い
す
る
ん
だ
よ

銀
さ
ん
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
長
生
き
だ

運
動
が
不
足
し
て
る
と
骨

が
な
る

健
康
は
1
2
3
4

何
番
目

一
日
の
元
気
の
も
と
は
朝
ご
は
ん

け
ん
こ
う
で
い
つ
も
の
み
た
い
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
だ

た
い
い
ん
を
し
て
か
ら
た
い
ち
ょ
う
よ
く
な
っ
た

け
ん
こ
う
は
あ
た
ま
が
い
い
と
お
も
い
ま
す

け
ん
こ
う
は
な
ん
で
も
た
べ
る
こ
と
だ
よ
う

け
ん
こ
う
は
力
の
も
と
の
一
つ
だ
よ

長
生
き
を
し
て
悪
い
こ
と
何
も
な
い

け
ん
こ
う
は
心
を
い
や
す
お
ま
じ
な
い

わ
た
し
の
け
ん
こ
う
だ
れ
か
に
わ
け
た
い
な

健
康
に
一
日
三
食
か
か
せ
な
い

糖
分
や
塩
分
の
量
難
し
い

け
ん
こ
う
で
心
や
さ
し
い
人
だ
よ
ね

運
動
は
病
気
を
治
す
薬
役

け
ん
こ
う
は
じ
ぶ
ん
で
か
ん
り
す
る
ん
だ
ぞ

け
ん
こ
う
で
元
気
な
ヽ
む
つ
く
る
人

６
年
　

大
沢
　
　

奨

２
年
　

山
谷
暁
希
奈

２
年
　

稲
葉
　
祐
香

６
年
　

浅
利
　
真
美

６
年
　

相
内
香
奈
江

６
年
　

武
井
　

優
奈

６
年
　
田
中
由
香
里

６
年
　
森
　
　

夏
美

３
年
　
小
野
潤
一
郎

６
年
　
村
上
　
和
也

２
年
　

青
木
　
　
彩

３
年
　

久
慈
　
昂
太

５
年
　
稲
葉
　
絢
美

６
年
　

福
士
　
雄
大

２
年
　

細
谷
　
奈
摘

６
年
　
森
　
千
佳
子

６
年
　
八
戸
龍
太
朗

６
年
　
稲
葉
　
夕
菜

３
年
　
泉
　
　

知
憲

６
年
　

久
保
田
絵
璃

６
年
　
八
戸
　
隆
仁

２
年
　
森
　
　
円
花

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ

き
蓬
石

さ
ん

今
回
は
９
５
人
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
「
健
康
だ
か
ら
元
気
」
「
元
気
だ

か
ら

健
康
」
と
い
う
標
語
み
た
い
な
の
が
多
か
っ
た
よ
。

「
健
康
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
が
い
つ
も
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
こ
と
が
頭
の
中
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
川
柳
と

い
う
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
少
し
ま
ず
か
っ
た
。
虫
歯
の
穴
か
ら
太
陽
が
の

ぼ
っ
て
く
る
な
ん
て
、
で
っ
か
く
行
こ
う
。

人
位
　
下
５

の
「
か
ん
り
す
る
ん
だ
ぞ
」
と
き
も
ち
を
ズ
ド
ン
と
出
し
た
と
こ
ろ

が
良
か
っ
た
。

地
位
　
一
番
最
後
に

「
人
」
と
い
う
こ
と
ば
を
も
っ
て
き
た
の
で
強
い
句
に
な
り

ま
し
た
ね
。

天
位
　
紗
織
さ
ん
の
や
さ
し
さ
が
出
て
い
る
句
で
す
。
選
ん
で
い
て
ハ
ッ
と
し
て
、

す
ぐ
天
位
に
決
め
ま
し
た
。

//　●児童川柳



蓬
中
生
体
験
学
習

十

一
月
十

五
日

（
水
）
、
蓬

田
中
学
校
の

Ｉ
、
二
年
生
が
体

験
学
習
と
し
て
村
内
・
青
森
市

内
に
分
か
れ
て
職
場
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

同
行
取
材
し
か
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
青

森
テ
レ
ビ
）
に
は
、
二
年
生
の

生
徒
十
一
名

が
見
学
し
、
早
速

ス
タ
ジ
オ
を
見
学
、
生
放
送
の

撮
影
現
場
を
体
験
し
ま
し
た
。

実
際
の
撮
影
現
場
を
生
で
み
る

と
本
番
前
の
リ
（

Ｉ
サ
ル
中
か

ら
も
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
て

生
徒
達
も
熱
心
に
見
入
っ
て

い

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
達
は
生

放
送
（
お
し
ゃ
べ
り
（

ウ
ス
）

の
番
組
に
も
出
演
さ
せ
て
も
ら

い
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
田｛

い
ま
す
。

一
時
間
ほ
ど
の
撮
影

の
後
は
、

テ
レ
ビ
局

が
質
問
の
時
間
を
設

け
て
く
れ
川
ロ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
撮
影
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
紹
介
し
、
生
徒
達
も
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
を
し
て
見
学
を
終
え

ま
し
た
。
こ
の
職
場
見
学
は
、

修
学
旅
行
で
の
自
主
見
学
の
予

行
練
習
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

み
～
つ
け
た

1

3

9

みなさんご存じでしたか？

福島県にも蓬田の地名がありました。この写真

は、野藤健純さん（阿弥陀川）から提供され、実

際自分で撮影したものです。日本に同じ地名の所

があるなんて、なぜかうれしいものです。

戸 籍 の

窓　　 囗

人口と世帯数

(10月31 日現在)

総人口　3, 674人

男　　1, 750人

女　　1,924人

世帯数　1,095世帯

9・10月受付分

お誕生日おめでとうございます

八 幡　　 凛

エう
バ

武 井　 昂 床

１

清 水　 香 帆

じゅんや
田 中　 淳 也

こうじゅん
川 内　 公 純

聖偉智

瑠理子

一 博

しが子

信　幸

由香里

延　人

登和子

正　春

陽　子

長男

『

長男

二女

二男

二男

おく やみ申し上げま す

倉谷　米男（阿弥陀川　65歳）

木村　光雄（瀬 辺 地　71歳）

藤本　貞春（長　　科　66歳）

田村　貞秋（中　　沢　76歳）

中川　富雄（郷　 沢　73歳）

小笠原っま（蓬　　田　87歳）

●み～つけた／戸籍の窓口12
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